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連
日
の
猛
暑
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
朝
晩
は
少
し
涼

し
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
温
暖
化
が
原
因
と
思

わ
れ
山
火
事
や
猛
暑
で
の
水
不
足
が

野
菜
な
ど
に
多
大
な
影
響
が
で
て
い

ま
す
。
そ
の
反
対
で
集
中
豪
雨
で
の

川
の
氾
濫
な
ど
が
世
界
中
で
起
き
て

い
る
事
は
ニ
ュ
ー
ス
で
皆
さ
ん
も
知
っ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
早
急
な
対

策
が
各
国
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
日
本
で
は
、
食
料
品
等
の
値
上
げ

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ

ン
代
の
値
上
が
り
が
止
ま
ず
、
国
民

の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

原
発
汚
染
水
が
漁
民
や
国
民
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
海
へ
放
出
さ
れ
ま
し

た
。
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
混
乱
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、
コ
ロ

ナ
な
ど
国
民
生
活
を
脅
か
す
政
治
が

ま
す
ま
す
強
行
さ
れ
、
「
国
民
の
声

を
聞
く
」
と
言
っ
て
い
た
岸
田
総
理

の
耳
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
金

が
国
民
に
回
ら
ず
、
軍
事
費
だ
け
が

突
出
し
、
先
制
攻
撃
も
辞
さ
ず
と
い

う
風
潮
が
政
府
内
か
ら
聞
こ
え
て
き

て
い
ま
す
▼
日
本
国
憲
法
第
２
５
条

の
第
一
項
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
」
。
第
二
項
で

「
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
お
よ
び

公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま

す
。
２
５
条
の
規
程
は
、
国
民
に
は

生
存
権
が
あ
り
、
国
家
に
は
生
活
保

障
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
の
で
す
。
生
活
困
窮
や
医

者
に
も
か
か
れ
な
い
国
民
生
活
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
「
憲
法
２

５
条
を
守
れ
」
と
労
働
者
、
国
民
の

声
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

花言葉：期待

た
ま
す
だ
れ

総
務
省
の
２
０
２
２
年
就
業

構
造
基
本
調
査(

７
月
21
日
公
表
）

に
よ
れ
ば
、
働
く
女
性
が
３
千

35
万
人
と
過
去
最
高
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
賃
金
や
労
働
条

件
、
管
理
職
比
率
な
ど
の
主
要

な
点
で
男
女
格
差
は
依
然
大
き

い
ま
ま
で
す
。
こ
の
改
善
な
し

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
前
進
は

あ
り
ま
せ
ん
。

増
え
続
け
る
働
く
女
性

結
婚
・
出
産
後
も
働
き
続
け

た
い
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
。

23
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
に

よ
れ
ば
、
20
代
で
「
子
ど
も
が

で
き
て
も
、
ず
っ
と
職
業
を
続

け
る
方
が
よ
い
」
と
考
え
る
女

性
は
59･

7
％
、
30
代
は
68･

4

％
、
40
代
で
は
73･

7
％(

19
年)

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
も
職
場
に
お

け
る
女
性
の
地
位
は
低
く
、
管

理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
は
12･

9
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
（
同
白

書)

２
０
２
３
年
３
月
期
か
ら
上

場
企
業
等
の
有
価
証
券
報
告
書

へ
男
女
の
賃
金
格
差
や
女
性
管

理
職
割
合
な
ど
の
「
人
的
資
本
：

(

「
人
」
を
知
識
や
ス
キ
ル
な
ど

の
付
加
価
値
を
生
み
出
す
資
本

と
み
な
し
た
も
の
）
の
開
示
」

が
義
務
付
け
ら
れ
、
改
め
て
格

差
是
正
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
女
性
は
男
性
の
７

割
、
管
理
職
女
性
は
３
％
台

と
低
迷

23
年
有
価
証
券
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
沖
電
気
は
管
理
職
女
性

比
率
の
目
標
値
を
５
％
と
し
て

い
ま
す
が
、
沖
単
体
で
は
3.9
％
、

国
内
関
連
28
社
で
は
3.1
％
で
達

成
を
26
年
３
月
期
に
先
延
ば
し

て
い
ま
す
。
（
22
年
３
月
期)

ま

た
、
男
女
の
賃
金
格
差
は
沖
電

気
単
体
（
全
労
働
者
）
で
男
性

の
７
割
、
国
内
連
結
28
社
で
は

69
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

抜
本
的
な
賃
金

引
き
上
げ
で
改
善
を

効
果
的
な
公
表
制
度
へ
の
改

善
、
企
業
の
格
差
改
善
計
画
の

実
施
、
抜
本
的
な
賃
上
げ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
賃
金
を
は
じ
め

と
し
た
男
女
の
格
差
を
な
く
す

こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社

会
を
築
く
う
え
で
土
台
中
の
土

台
で
す
。

男女の賃金格差と管理職に占める女性の割合

※
①
部
下
を
持
つ
職
務
以
上
及
び
同
等
の
地
位
以
上

課
長

職
以
上
１
３
９
８
人
中
女
性
６
２
人
、
係
長
以
上
１
３
７
２

人
中
女
性
１
０
０
人

※
②
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
※
③
経
済
協
力
開
発
機
構
※
④
有
価
証
券
報
告
書

★2023年3月期 有価証券報告書で開示された内容を参考にした。

★賃金格差＝男性の賃金１００に対する女性の賃金の割合

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
と
は:

経
済
・

教
育
・
政
治
参
加
な
ど
の
分
野
で
の
世
界
各

国
の
男
女
間
の
不
均
衡
を
示
す
指
標

日本116位から125位に後退 (世界経済フォーラム発表）

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。



副業先
一般職 管理監督職

 雇用  雇用

 一般職  〇  〇  〇
管理監督職 〇  〇  〇

※副業先契約形態に関わらず、全て認定対象

沖電気

非雇用

カ
ジ
ュ
ア
ル
運
用
で
暑
い

時
期
の
通
勤
の
負
担
軽
減

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

今
年
５
月
に
蕨
地
区
で

も
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装

で
の
勤
務
が
運
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
特
に
暑
い
時
期
の
通
勤

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
８
月
の

猛
暑
の
日
が
続
く
中
、
テ

レ
ワ
ー
ク
が
急
遽
で
き
な

く
な
り
、
１
週
間
ほ
ど
続

け
て
出
社
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
時
に
服
装
を
こ

れ
ま
で
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
か

ら
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
変
更
し

て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

朝
の
通
勤
（
電
車
・
徒
歩

と
も
）
が
楽
に
な
り
、
ま

た
仕
事
の
し
や
す
さ
も
向

上
し
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
運
用

の
効
果
を
実
感
で
き
ま
し

た
。お

盆
は
や
っ
ぱ
り

休
み
た
い

【
群
馬
・
富
岡
】

夏
休
み
は
８
月
初
旬
の

一
週
間
で
し
た
。
暫
く
し

て
お
盆
に
入
り
、
周
り
は

ほ
と
ん
ど
お
盆
休
み
に
な

り
ま
す
。
道
路
が
空
い
て

い
て
通
勤
は
楽
に
な
り
ま

す
が
、
周
り
が
お
盆
休
み

の
中
で
の
通
勤
は
、
少
し

気
が
抜
け
る
感
じ
で
す
。

先
祖
供
養
や
し
ば
ら
く

会
え
な
か
っ
た
親
戚
・
友

人
と
の
懇
親
な
ど
の
機
会

で
も
あ
り
大
切
な
時
期
で

す
。
職
場
で
は
「
お
盆
で

休
む
人
は
事
前
に
言
っ
て

下
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
仕
事
が
忙
し
く
夏
休

み
で
休
ん
だ
ば
か
り
と
い

う
状
況
で
は
言
い
づ
ら
い

の
が
実
情
で
す
。

会
社
の
事
情
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
気
持
ち

良
く
お
盆
を
す
ご
す
た
め

に
「
２
日
間
位
の
盆
休
み

が
欲
し
い
」
と
い
う
職
場

の
声
に
応
え
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

一
年
半
ぶ
り
に
開
店

工
場
前
の
コ
ン
ビ
ニ

【
埼
玉
・
本
庄
】

22
年
１
月
中
旬
か
ら
休

業
し
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ト
ア
が
今
年
の
７
月

末
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

昼
休
み
に
ち
ょ
っ
と
気

分
転
換
で
き
る
し
買
い
物

も
で
き
ま
す
。
喫
煙
場
所

も
あ
り
喫
煙
者
に
は
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
構
内
に
は

Ａ
Ｔ
Ｍ
も
な
い
の
で
コ
ン

ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
大
助
か

り
。
コ
ン
ビ
ニ
前
に
バ
ス

の
停
留
所
が
あ
る
の
で
す

が
、
通
勤
で
利
用
す
る
人

は
雨
の
時
は
雨
宿
り
で
き

る
し
、
店
が
開
い
て
い
る

と
夕
方
も
明
る
く
て
気
持

ち
が
違
い
ま
す
。
よ
く

「
街
中
の
お
店
が
閉
店
し

て
買
い
物
に
こ
ま
っ
て
い

る
ん
だ
よ
ね
」
な
ん
て
話

を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
と
同

じ
で
し
た
か
ら
と
に
か
く

助
か
っ
て
い
ま
す
。

学
習
・
交
流
を

深
め
て
労
働
者
を
守
る

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

電
機
産
業
に
、
「
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
」
と
言
う
働
き

方
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
問
題
点
を
学
習
し
ま

し
た
。
桜
美
林
大
学
の
藤

田
教
授
は
、
日
本
の
「
ジ
ョ

ブ
型
」
雇
用
は
、
会
社
が

恣
意
的
に
格
付
け
し
、
労

働
者
に
新
技
術
対
応
の
責

任
を
個
人
に
押
し
付
け
て

い
る
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
定
年
再
雇
用

が
増
え
て
い
く
中
で
の
問

題
点
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
再
雇
用
に
な
る

と
賃
金
が
下
が
る
、
フ
ル

タ
イ
ム
（
五
日
／
週
）
で

働
け
な
い
、
振
る
い
に
か

け
ら
れ
働
く
職
場
は
な
い

と
再
雇
用
を
認
め
な
い
な

ど
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
リ
ス
ト
ラ
が

予
想
さ
れ
中
で
、
労
働
者

の
生
活
と
雇
用
を
守
る
の

に
大
い
に
役
に
た
ち
ま
し

た
。

悩
み
相
談
は
こ
ち
ら
←

（
０
３
・
６
４
２
１
・
５

３
２
３
）

★ １８日敬老の日 ６５歳超人口 ３６２ ０万人 超★ ２０２３年 ９月 第４２２号

２０２３年４月１５日
《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
８
３
回

副
業
・
兼
業

容
認
急
増

沖
電
気
は
今
年
３
月
に
制
度
創
設

日本
原発の新増設に方針転向

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
は

各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

影
響
を
与
え
た
。
ド
イ
ツ
で

は
脱
原
発
・
環
境
保
護
の
政

策
を
後
押
し
、
運
転
開
始
か

ら
32
年
の
今
年
、
最
多
時
は

総
発
電
量
の
約
３
割
を
担
っ

た
33
基
の
原
発
を
停
止
。

２０２２年１０月経団連のアンケート調

査「認める方向]が７割を超えた(上図）。

沖電気は他の企業でも雇用されることが

可能な「副業制度」を導入（下図）

就社ではなく、就職（ジョブ）志向を強め、自己責任

でスキルアップし、昇進・昇格や副業・兼業など自

らの雇用と所得の個人責任化（労働者のフリーラン
ス化）を強める政府の政策と軌を一にしている。

労働者の団結を弱め、労働移動促進と構造的な賃下げ

が狙い。不安定雇用・格差拡大も懸念される。

沖電気

全社員を対象に

導入

２０２０年度

「文化行政調査研究」

「
日
本
ほ
ど
技
術
水
準
の
高
い
国

も
原
子
力
の
リ
ス
ク
を
完
全
に
制

御
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
当

時
の
メ
ル
ケ
ル
政
権
は
17
基
の
原

子
炉
の
運
転
停
止
を
決
め
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

を
乗
り
越
え
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰
す

る
中
、
原
発
を
巡
る
ド
イ
ツ
国

民
の
意
見
は
割
れ
て
い
た
が
、

ハ
ベ
ッ
ク
経
済
・
気
候
保
護

相
は
「
新
し
い
原
発
の
建
設
は

経
済
的
に
も
破
綻
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
形
で

構
築
さ
れ
る
」
と
し
て
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
比
率
を
８
０
％
に
す

る
。
な
ど
を
強
調
し
、
国
民
の

理
解
を
求
め
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
報
道

★
原
発
の
今
★

◎
脱
原
発
＝
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
イ
ス
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
な
ど

◎
新
規
建
設
＝
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
，
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ラ
ン
ス

◎
な
い
国
＝
デ
ン

マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ト

ル
コ
な
ど

原
発
事
故
の
教
訓
は
？

ア
ル
プ
ス
で
処
理
し
た
汚

染
水
は
本
当
に
安
全
だ
と

言
え
る
の
か

現
在
の
最
長
60
年
と
い
う
原
発

運
転
期
間
の
延
長
、
新
規
小
型
原

子
炉
（
一
基
約
一
千
億
円
）
の
建

設
計
画
な
ど
原
発
の
最
大
活
用
に

舵
を
切
っ
た
日
本
。
杜
撰
な
行
政

指
導
や
閣
議
決
定
で
は
な
く
、
原

発
の
リ
ス
ク
や
廃
炉
ま
で
の
コ
ス

ト
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡

大
な
ど
の
目
標
を
示
し
、
ド
イ
ツ

に
学
び
国
民
全
体
の
同
意
形
成
の

努
力
を
。

日
本
は
博
物
館
や
美
術
館

な
ど
へ
の

予
算
が
貧
弱

未
来
に
つ
な
ぐ
財
産
を
救
え


